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産業廃棄物処理計画実施状況報告書

年 8 月 21 日
静岡県知事　　　　　　　　　　

鈴木　康友 殿

　提出者
住　所 静岡県富士市大淵字城山２２６１番3
氏　名 ケンコーマヨネーズ株式会社

静岡富士山工場
工場長 菅野　健司

電話番号 0545-37-1500

年度の産業
廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

  産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

　　※事務処理欄

（日本産業規格　Ａ列４番）

2024

 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 2023

項目 目標値 項目 目標値

2,162.6 1,443.3 

0.0 72.9 

0.0 1,443.3 

863.1 0.0 

0.0 0.0 

ケンコーマヨネーズ株式会社　静岡富士山工場事 業 場 の 名 称

静岡県富士市大淵字城山2261番3事 業 場 の 所 在 地

食品製造業事 業 の 種 類

2023年4月1日～2024年3月31日
産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

排 出 量 全 処 理 委 託 量

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

優良 認 定 処 理 業 者 へ の
処 理 委 託 量

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の
熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の
処 理 委 託 量



　（産業廃棄物の種類 ：
）
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計画の実施状況 別紙①　のとおり

項目 実績値

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量
0

自ら中間処理した後
再生利用した量

不要物等発生量
0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2,810 0 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

1,474

① 排出量 2,810 2,162 826
0

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量
⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0 1,337 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

0
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

1,337

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
1,474 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量 1,474

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

80 0
⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量
⑫ 再生利用業者への処理
委託量

1,474

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0

80
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

（
第

２
面

）



別紙① 2023 年度　計画の実施状況一覧表 (単位：トン/年）

④　　　　　　　　　　　
自ら中間処理した

量

➄　　　　　　　　　　　　
自ら熱回収を行っ
た産業廃棄物量

➅　　　　　　　　　　　　
自ら中間処理した

後の残渣量

➆　　　　　　　　　　　
自ら中間処理して

減量した量

➉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
全処理委託量

⑪　　　　　　　　　　　　
優良処理業者へ
の処理委託量

⑫　　　　　　　　　　　　
再生利用業者へ
の処理委託量

⑬　　　　　　　　　　　　
認定熱回収業者
への処理委託量

⑭　　　　　　　　　　　　
認定熱回収業者
以外への処理委

託量

1 汚泥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,481.9 0.0 1,481.9 0.0 222.3 1,259.6 0.0 222.3 0.0 222.3 0.0 0.0 

2
動植物性残さ　　　　　　　　　　　　　　
[鶏卵]

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3
動植物性残さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[卵殻・自社乾燥粉砕]　堆肥化

680.3 0.0 680.3 0.0 603.4 76.9 0.0 603.4 0.0 603.4 0.0 0.0 

4
動植物性残さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[卵殻・自社乾燥粉砕]　飼料化

4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 0.0 4.4 0.0 0.0 

5
動植物性残さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［廃棄卵焼き｝　堆肥化

135.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 135.3 0.0 135.3 0.0 0.0 

6
動植物性残さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［廃棄卵焼き｝　飼料化

292.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 292.3 0.0 292.3 0.0 0.0 

7
動植物性残さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［サンプル廃棄卵焼き｝

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

8
廃プラスチック類     　　　　　　    　
[動残付]

55.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 55.8 55.8 55.8 0.0 0.0 

9
金属くず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「一斗缶」　　　　　　              

1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 1.5 1.5 0.0 0.0 

10
廃プラスチック類   　　　　   　    　 　
[リサイクル]

23.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.1 23.1 23.1 0.0 0.0 

11 乾電池（汚泥・金属くず） 0.000 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.000 0.0 0.000 0.0 0.0 

12
金属くず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「鉄・混合」　　　　                             　　  

1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 1.0 0.0 0.0 

13
金属くず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「ステンレス」　有価売却　　　　                                 　  

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

14
特殊蛍光灯（金属・ｶﾞﾗｽ・廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁッｸ類）　水銀使用製品

0.000 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.000 0.0 0.000 0.0 0.0 

15 廃油（再生油） 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0 5.6 0.0 0.0 

16 紙くず（古紙再生） 128.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 128.7 0.0 128.7 0.0 0.0 

実績計 2,809.9 0.0 2,162.2 0.0 825.7 1,336.5 0.0 1,473.5 80.4 1,473.5 0.0 0.0 

自ら行った中間処理 廃棄物の処理委託に関する事項

産業廃棄物の種類

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
産業廃棄物の排

出抑制に関する事
項

②+⑧　　　　　　　　　　
自ら再生利用した

産業廃棄物量

➈　　　　　　　　　　　　
自ら埋め立て処理
または海洋投入処
分を行った産業廃

棄物


